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篠崎図書館では、江戸川区立図書館のホームページとは別に「しのざき文化プラザ」のホームペー

ジにて独自の情報を発信しています。以前ご紹介した際、利用案内、企画・イベント、BLOGしのざ

記、図書館報に関してお伝えしました（ぷらっつ☆篠崎13号参照）。昨年のホームページのバー

ジョンアップに伴い、新たに｢新着資料｣｢特集展示リスト｣がコンテンツに追加されました。｢新しい

本を探したい｣｢特集展示で紹介された本のリストを見たい｣といった方はぜひご利用下さい！
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図書館報 篠崎ぷらっつ

「新着資料」では篠崎図書館に

週ごとに受け入れた資料のリストを、

「特集展示リスト」では篠崎図書館

入口で行っている毎月の特集展示の

資料のリストを見ることができます。

（プリントアウトも可能）

「新着資料」

「特集展示リスト」

[しのざき文化プラザHP]内篠崎図書館ページ

http://www.shinozaki-bunkaplaza.com/library/
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図書館員のブログも引き続き更新しています。

館内の旬の情報をお届けしていますので、こちらもぜひご贔屓に！

「めぐり逢えたら」
（1993年、アメリカ）

監督：ノーラ・エフロン
出演：トム・ハンクス

メグ・ライアン ほか

ライブラシネマ篠崎

図書館なら会員制有料データ

ベースが無料で利用できます。

詳しくはカウンターまで。

データベースあります!!6月25日（土）
14時～16時（開場 13時30分)
場所：篠崎文化プラザ 講義室

定員：70名(当日受付、先着順) 

どなたでも参加できます。

入場料：無料

（利用可能データベース）

・聞蔵Ⅱ ビジュアル
・日経テレコン２１
・ジャパンナレッジ
・官報情報検索サービス
・Lexis Nexis JP
・ルーラル電子図書館



人物ブックマークとは、著名人とその著作および
関連本を紹介するコーナーです。

江戸川まいにんぐ 発掘 第1８回 江戸川区内のイベントやスポットをスタッフが調
査して身近な情報をお届けする、地域密着型の
コーナーです

編集・発行： 江戸川区立篠崎図書館

住所：〒133-0061

江戸川区篠崎町7-20-19

篠崎文化プラザ内

TEL：03-3670-9102
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編集後記

第十四葉 今川義元

今川義元関連書
「今川義元 自分の力量を以て国の法度を申付く 」 小和田哲男著 ミネルヴァ書房 289.1イ 中央所蔵

「今川義元 」 有光友學著 吉川弘文館 289.1イ 中央所蔵

雨に打たれながら飲むコーラは最高です。是非一度、お試し下さい。

（風雲ふわふわ丸）／いよいよ“節電の夏”がやってきます。暑いの

が苦手なみなさま、ご一緒にクールビズを楽しみましょう。（ジー

ク・信玄）／雨といえば紫陽花。蝸牛は最近あまり見かけなくなりま

した。（愛燦燦）／湿度の上昇とともに癖毛の具合が強くなります。

ちょっと憂鬱です。（まろにえ船長）
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市民立江戸川第一発電所（寿光院）

都営新宿線「船堀」より、都バス「新小岩」行きまたは「錦糸町」行き

『東小松川２丁目』下車徒歩３分アクセス

なぜお寺の屋根に太陽光発電パネルが？ チベット

寺院をイメージしたというお洒落な建物で目を引く寿光

院は、東小松川の親水公園のすぐ側にあります。今回、

住職の大河内さんにお話を伺うことができました。

1999年、大河内さんも理事を務めるＮＰＯ法人「足元か

ら地球温暖化を考える市民ネットえどがわ」（略称：足温

ネット）が、二酸化炭素を出さない自然エネルギー発電

を目的に、「市民立江戸川第一発電所」を寺院内に開

設しました。余剰電力を東京電力に販売し、環境に優し

い電気を発電する取り組みに賛同する人に電気を買っ

てもらう仕組みも確立。既に初期投資の回収は終了した

とのことです。2007年には区役所近くの高齢者住宅

「ほっと館」にも足温ネットが「第二発電所」を開設し、運

営しています。計画・設置・運営まですべて市民が行っ

ているのがこれらの発電所です。

そく

そく おん

おん

その昔から寺院は地域住民が集まる場であり、コミュ

ニティの中心でした。“公共”という言葉はよく聞きますが、

その“共”の概念が現在は希薄になってしまっているよう

に感じます。大河内さんの「“公”でも“私”でもない“共”

の社会資本をつくり、蓄積していくことが重要」というお

話が印象的でした。他にも、省エネや天然住宅に関す

る様々な取り組みについてたくさん伺いました。また別

の機会に皆様にご紹介できれば、と

思っています。

屋根の上の太陽光発電パネル 近代的な建物です

今川義元といえば、「大軍を率いながらも桶狭間で惨

敗した信長の引き立て役」「馬にも乗れない貴族趣味の

暗愚な武将」というのが私のイメージだった。ところが、今

号の特集「物語に降る雨」で「義元謀殺」という本を取り

上げたとき、「本当にそんな程度の武将なのだろうか」と

気になり調べてみたところ、それほどひどい武将ではな

かったのである。自国の財政面、外交面、また戦略面に

おいても、一廉の仕事をしていたのだ。

その証拠として、近隣の実力者である武田信玄や北条

氏康と三国同盟を結び、周辺からの脅威を排除した上

で西に兵を進め、隣国の三河を領国化したことが挙げら

れる。それにより、自国の領土を相続時から約2倍にした

のである。また、検地による年貢収入の増加を成し遂げ、

さらに金山開発や流通の整備により、安定した財源も確

保したのだ。義元は、意外にすごい武将だったのである。

やはり人は上っ面だけでは判断できないものなのだ。
ひと かど


